
茨城県霞ケ浦環境科学センターの開館
ネットワーク型地域COEの確立
平成17年 4月に、霞ヶ浦水質浄化の拠点施設として、
茨城県霞ケ浦環境科学センターが霞ヶ浦湖畔の土浦市
沖宿に開館しました。
これに伴い、霞ヶ浦水質浄化プロジェクトも、より一層
の地域 COE の確立を目指すために、同センター内に
移転しました。
今後は、共同研究を通じて構築した水環境修復技術開
発に係る人的･組織的ネットワークを引き継ぐとともに、
センターとの連携を強化して、霞ケ浦浄化技術研究会
を継続的に開催し、地域COEの確立を目指すとともに、
更なる研究開発の継続と研究成果の事業化を展開する
ことにしております。

高度処理浄化槽システム
霞ヶ浦底泥から製造したヘドロセラミックスを好気槽
に充填した生物ろ過システムを嫌気ろ床と組合わせる
ことで窒素を除去します。更に、高性能のジルコニウム
吸着剤を用いてリンを除去するシステムを開発しまし
た。
これにより、従来の浄化槽では対応出来なかった窒素
とリンの除去が可能となります。

電気化学的高速廃水処理装置
高電圧パルスから発生するラジカルが汚濁水を強力に
分解します。リン除去に必要な薬剤投入も不要になりま
した。また、環境ホルモン等の難分解性物質も完全に分
解可能です。
生物処理に比べ、処理時間が大幅に短縮できるほか処
理費用、設置面積、投入エネルギーも軽減でき、排水の
浄化やアオコの分解に効果的です。

近赤外分光法（NIR法）とニューラル
ネットワークシステム
NIR 法は、ひとつのサンプルから多くの情報を同時に
かつ迅速に抽出できる特徴を有しています。ニューラ
ルネットワークは脳の行う情報処理を模倣した数学的
モデルです。
霞ヶ浦の水質データについてニューラルネットワーク
を用いて解析し、アオコ等藍藻類の発生予測が可能で
あること、さらに、NIR 法を初めて環境測定に適用した
ことで、霞ヶ浦湖水の連続モニタリングと藍藻類発生
のパターン認識が可能となりました。
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